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V__matrix
ソフトウェア・デファインド・IP コアルーティング、
プロセッシング、マルチビューイングプラットフォーム

PROUDLY SUPPORTING

クラウドと呼ぶ人もいれば、仮想化と呼ぶ人もいますが、Lawo では

これを V__matrix と呼びます。この新しい IP 放送用ビデオ・コア・イ

ンフラストラクチャ製品は、放送施設のイメージをレガシーから未来

へと導き、あらゆる放送施設を柔軟で将来性のある制作施設へと迅速

に変えます。

様々なワークフローに対応し、完全な IP ベースの環境への移行をサポ

ートします。V__matrix はこの分野のパイオニア。従来のハードウェ

アプラットフォームの制約から解放されて、V__matrix は完全にバー

チャル化されたリアルタイムのルーティング / プロセッシングインフ

ラを提供します。複雑な生産チェーンの中に単機能のモジュラー製品

をはめ込むのではなく、V__matrix は柔軟性というデータセンターの

原則やファブリック・コンピューティングと COTS エコノミクスに基

づいており、あらゆるライブプロダクション放送環境で利用すること

ができます。中継車、テレビスタジオ、放送局のオペレーションセン

ターでも V__matrix は完全にバーチャル化されたコアインフラを構築

します。

V__matrix エコシステムは、汎用的な大容量の FPGA ベース・プロセ

ッシング・ブレードを基盤としており、そこにバーチャルモジュール

（VM）をロードして、必要な機能を作り出します。複数のコアは、冗

長化された 40GE（または 10GE×4）イーサネットインターフェース

を介して IP ネットワークに接続されて、分散型 IP ルーティング / プ

ロセッシングマトリックスを形成し、従来のベースバンドマトリック

スと同様にフレーム精度の高いクリーンなスイッチングを提供します。

V__matrix エコシステムは、数十から数千までの I/O や処理機能をリ

ニア的に拡張していくため、小規模から大規模まであらゆる規模の生

放送設備にも適応します。機能の拡張も容易で、制作ごとに要求が変

わっても、ワークフロー全体を数分で再構築することができます。プ

ロセッシング・ブレードの機能を交換することで、常に変化するビジ

ネス要件に合わせてシステムの機能を容易に変更・アップグレードす

ることが可能です。汎用プロセッシング・ブレードの集合体である

V__matrix は究極の柔軟性を提供します。ソフトウェアで定義された

機能により、番組制作の繁忙期と終息期に合わせて構成し、呼び出す

ことができます。また、Lawo の独創的なライセンスモデルではバー

チャルモジュール（VM）を特定のプロセッシング・ブレードに割り

当てたり、オンサイトのライセンスサーバー内に保存することができ、

高い柔軟性が得られます。



V__matrix

LAWO が考える「将来性」：ソフトウェア・デファインド・ハードウェア

V__MATRIX の主な特徴

§§ 大容量の汎用演算モジュールをベースにソフトウェアで機能を

定義した世界初のバーチャル化ブロードキャストエコシステム

§§ 統合されたルーティングとプロセッシングとマルチビューイン

グのコアインフラストラクチャ

§§ フレーム精度の高いソースとデスティネーションのクリーンス

イッチングをサポート

§§ ネットワーク接続された複数のプロセッシング・ブレードによ

る分散型処理

§§ 統一されたコントロールシステム（VSM）を用いて SDI から IP

へシームレスに移行

§§ レガシー SDI 機器用の高密度 IP 変換（3RU 内に最大 160 の入

出力）

§§ リソースの最適活用：占有面積や消費電力、スペアプーリング

と配線材料を大幅に削減

§§ 信号、ネットワーク、制御、ハードウェアごとのマルチレイヤ

ーリダンダンシーを採用

§§ 分散型運用とデータセンターなどの集中化運用の両方に合わせ

た設計

§§ AIMS ロードマップに沿ったオープンスタンダードに準拠：

ST2110-10/20/30/40、ST2022-6/-7、ST2042（VC-2）、AES67

V__matrix エコシステムは、物理的な部分とバーチャルな部分の 2 つ

に分けられます。物理的な部分は、プラットフォームの演算・処理能

力を提供する C100 プロセッシング・ブレードと関連ハードウェアで

構成され、演算能力が高ければ高いほど多くの機能を動作させること

ができます。

バーチャル部分は、プラットフォームの機能を定義するソフトウェア

を中心にしています。これらのソフトウェアパッケージはバーチャル

モジュール（VM）と呼ばれ、V__matrix では、機能にとらわれないコア・

プロセッシング・ハードウェアが適切な VM を実行するだけで、複雑

なワークフローを構築できるようになっています。つまり、通常は専

用ハードウェアでしか実現できない典型的な放送局の処理機能を、さ

まざまな VM で定義することができるのです。

そのため、システムの能力とシグナルチェーンの機能は、もはやハー

ドウェアとその物理的な相互接続能力によって定義されるのではなく、

VM と制御システムが COTS IP ネットワークを介して複数の VM を接

続し、ワークフローとプロセッシングチェーンを構築する方法によっ

て定義されるのです。また、すべての機能を簡単に変更でき、すべて

の VM が IP ネットワークで接続されているため、ワークフローとプロ

セッシングチェーンは、要求の変化に応じて動作中であってもオンザ

フライで簡単に変更することができます。

システム概要

V__matrix は完全に IP ベースのプラットフォームですので、IP ネット

ワークがあるところならばどこにでも C100 プロセッシング・ブレード

を配置できます。1 つまたは複数の施設に分散している場合と、施設や

中継車に一元管理している場合、どちらにも対応可能です。一また一

部のコアな機器を現地に置き、遠隔地のデータセンターにプロセッサ

ーを配備しておくというハイブリッドなアプローチも採用できます。

このような分散型のアプローチにより、例えば、技術的なオペレーシ

ョンセンターは、スペース、電力、空調が安価な郊外の専用データセ

ンターに設置し、タレントやスタジオは別の地域に設置するというこ

とができます。V__matrix は、中継車やフライトパック、スタジオ内

の放送設備の柔軟性を高めるだけではなく、ラックスペースや電力消

費、放送運用上の制約を大幅に削減するオープンスタンダードをベー

スにした将来性のあるコアインフラを提供します。

一言で言えば V__matrix は、フォーマットや機能にとらわれないイン

フラへの扉を開き、放送局が将来の課題に対処できる高い柔軟性と能

力を提供します。
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vsmSTUDIO によるブロードキャストオーケストレーション　

マシンルーム / データセンター

リモートスタジオ A

リモートスタジオ B

リモートスタジオ C

リモートスタジオ D

スタジオ A

スタジオ B

スタジオ C

スタジオ D

ネットワーク コントロールルーム A

コントロールルーム B

コントロールルーム C

コントロールルーム D  

ギャラリー

バーチャルでソフトウェア定義のプロセッシング
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vm_dmv64-4
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vm_mv24-4
24-4

vm_mv18-4
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vm_mv16-4
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vm_avp
SDI   IP
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vm_mv16-4
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SDI   IP

vm_udx
udx

vm_dmv
256-4

vm_mv24-4
24-4

vm_mv18-4
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16-4
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SDI   IP



vm_udx
udx

V__matrix
システム概要
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限られたコンポーネントで無限の可能性を

V__matrix フレーム
V__matrix フレームは V__matrix プロセッシング・ブレードを頑丈な

筐体に収容して電源を供給します。各フレームには専用の 1GE マネジ

メントポートがあり、フレームに搭載されたすべてのプロセッシング

モジュールに制御と監視用の接続を行います。V__matrix は IEEE1588 

/ PTP 同期用に設計されていますが、各フレームにはビデオリファレ

ンス入力（ブラックバーストまたは 3 値）があり、必要に応じてオプ

ションで各カードスロットに同期を分配することができます。

V__matrix フレームは、1RU、2RU、3RU のサイズがあり、それぞれ 2、

5、8 枚の C100 プロセッシング・ブレード用のスロットを備えていま

す。また、コントロールルームやオーディオブースなど、騒音が気に

なる場所での使用を想定し、V__matrix C100 プロセッシング・ブレー

ドを 2 台搭載できる 2RU のサイレントフレームも用意しています。

V__MATRIX C100 プロセッシング・ブレード
C100 プロセッシング・ブレードは V__matrix システムのパワフルな

活力源であり、様々なバーチャルモジュールがロードされる汎用コン

ピューティングコアです。各ブレードには、40GE QSFP+ ポートが 2

つあり、冗長化された IP コアスイッチに接続できます。さらに、各

C100 モジュールには、専用の 1GE マネジメントポート、設定の保

存・読み込み用の USB ポート、ミニ USB シリアルコンソールポート

が搭載されています。V__matrix の C100 プロセッシング・ブレードは、

V__matrix フレームの前面からミッドプレーンに差し込み、オプショ

ンで背面のマウント I/O インターフェースプレートに挿入することも

できます。また、Lawo の VSM ブロードキャスト・コントロールおよ

び SMART システムモニタリング & リアルタイムテレメトリーソリュ

ーションと組み合わせることにより、複数の C100 プロセッシング・

ブレードは、ソフトウェア定義された機能、ワークフロー、シグナル

チェーンを備えた、完全にスケーラブルで大規模な分散型ルーティン

グおよびプロセッシングシステムを形成します。

V__matrix リアプレート I/O モジュール
V__matrix リアプレート I/O モジュールは、プロセッシング・ブレー

ドの背面に追加のインターフェイスを提供します。このリアプレート

には、ベースバンド映像 / 音声コンポーネント等の従来の放送機器と

の接続を可能にするために、様々なアプリケーションに特化した物理

インターフェースコネクタが搭載されています。IP ネイティブな処理

機能のすべては、フロントに搭載されたデュアル 40GE QSFP+ ポート

から自動的に処理されます。V__matrix プラットフォームは、背面の

物理的なコネクターに一切触れることなく、前面からプロセッシング・

ブレードを交換することができるよう設計されているので、メンテナ

ンスを大幅に簡素化します。

利用可能な V__matrix リアプレート＊：

io_bnc_10+10：10 入力と 10 出力の 12G ＊＊ /3G/HD/SD SDI 接続を提供。

ループスルー付きアナログ REF 用マイクロ BNC コネクターも装備

io_bnc_2+18：2 入力と 18 出力の 12G ＊＊ /3G/HD/SD SDI 接続を提供。

ループスルー付きアナログ REF 用マイクロ BNC コネクターも装備

io_bnc_18+2：18 入力と 2 出力の 12G ＊＊ /3G/HD/SD SDI 接続を提供。

ループスルー付きアナログ REF 用マイクロ BNC コネクターも装備

io_bnc_2+2+16：2 入力と 2 出力とソフトウェアで切り替え可能な入出

力を装備。3G/HD/SD SDI 接続を提供。ループスルー付きアナログ REF

用マイクロ BNC コネクターも装備（12G シングルリンクを介する 4K

には非対応）

io_bnc_2+2+16 を除く全リアプレートは SD/HD/3G/4K（2SI クアッド

リンクを介する）ビデオをサポートします。また、その入出力の半分

は 12G シングルリンクを介して 4K をサポートします。C100 プロセ

ッシング・ブレードとリアプレート入出力モジュールはホットスワッ

プ可能です。

V__matrix_vm バーチャルモジュール
V__matrix のバーチャルモジュールは V__matrix システムの頭脳であり、

プロセッシングの全要件を満たす複雑なシグナルチェーンを完全に仮

想化された環境内で構築可能にします。V__matrix のコア機能はソフト

ウェアベースのバーチャルモジュールに搭載されているため、プラッ

トフォームは処理機能を拡張する準備が最初から用意されています。

VSM IP ブロードキャストコントロールシステム
Lawo の VSM（Virtual Studio Manager）コントロールシステムは V__

matrix プラットフォームのオーケストレーション＆コントロールレイ

ヤーを形成しています。現在、市場で最もオープンかつパワフルなブ

ロードキャストコントロールシステムとして認識されている VSM は、

オペレーターが IP ドメインと SDI ドメインの両方で信号の流れを切り

替えてルーティングすることができます。VSM は幅広いサードパーテ

ィの機器をサポートしており、V__matrix プラットフォームをあらゆ

るレガシーな放送環境に統合するのに最適なコントロールシステムで

す。直感的かつカスタマイズ可能なユーザーインターフェースにより、

オペレーターは慣れ親しんだ環境で作業を続けることができ、制作能

力を論理的にも経済的にも納得のいくペースで IP インフラへと徐々に

移行させることが可能です。

vm_dmv
256-4

vm_mv24-4
24-4

vm_mv18-4
18-4

vm_mv16-4
16-4

vm_avp
SDI   IP

＊）vm_avp 用の +madi オプションを追加することで、BNC コネクターは MADI 接続（48 kHz、64 チャンネル）用にも設定できるようになります。
＊＊）コネクターの半分では 12G が利用可能です。



V__matrix
バーチャルモジュール

プロセッシング・ブレードが V__matrix プラットフォームの筋肉だ

とすると、バーチャルモジュールは頭脳です。VM を組み合わせるこ

とで、完全に仮想化された環境で、すべての放送要件を満たす完全な

プロダクションチェーンを構築することができます。V__matrix シス

テムの全機能はソフトウェア・デファインドですので、これは究極

の将来性のあるプラットフォームとなっています。プロセッシング・

ブレードにロードするソフトウェアモジュールを変えるだけで放送

施設の機能を簡単に変更できます。複数の VM をカスケードすること

で V__matrix は何千もの SDI 入出力や映像 / 音声処理機能をリニアに

スケールアップし、比類のない拡張性・柔軟性・汎用性・費用効率

が得られます。

右：V__matrix バーチャルモジュール現在のラインアップ

バーチャルモジュール
柔軟なシグナルチェーン – 今日、明日、そして未来のために
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これから先も ...
V__matrix ハードウェアはソフトウェア・デファインドであり、

未来に備えています。

vm_dmv
256-4

vm_udx
udx

4udx

madi

audio_matrix

hdr

proc_cc

proc_cc

12g

fs

vc2

vm_mv24-4
24-4

vm_mv18-4
18-4

vm_mv16-4
16-4

audio

vm_avp
SDI   IP



audio

IP およびベースバンド I/O からのオーディ

オのエンベッド／ディエンベッドおよびシ

ャッフルをサンプルレート変換しながら

できる vm_avp のオプション。RAVENNA/

AES67/ST2110-30/-31 ストリーミングの TX 

40 および RX 40、また 512×512 の音声ク

ロスバーを提供。全出力にレベル調整、x/y

フェードを搭載。

madi

MADI 信 号（AES10、48 kHz、64 チ ャ ン ネ

ル）を接続ための BNC 入出力を有効にする

vm_avp 用オプション。

audio_matrix

+audio の 仕 様 に 加 え て、+audio_matrix

は RAVENNA/AES67/ST2110-30/-31 ス ト リ

ーミングを全部で RX は 88、TX は 128 を

提供し、最大で 5,312×5,312 のオーディオ

クロスバーを実現。

fs
IP およびベースバンドの両方のビデオ入力

に対して、フレーム同期、フレームフェー

ザー、サンプルレート変換、音声 / 映像デ

ィレイ機能を追加。3G にて約 30 秒のプ

ールを 24 の映像ディレイに割り当て可能

（12G の 4K 信号 1 つで 4 インスタンスを使

用）。48 kHz にて 16 チャンネルの約 49 秒

のプールを 64 の音声ディレイに割り当て

可能。Dolby-E Auto-Alignment 機能も提供。

V__matrix
バーチャルモジュール：ストリーミング

V__matrix の vm_avp バーチャルモジュー

ルは、C100 プロセッシング・ブレードに

ロードされると、V__matrix システムのル

ーティング、プロセッシング、ペリフェ

ラル機能を提供する音声 / 映像処理ソフト

ウェアアプリケーションです。

基本的な機能として、vm_avp は 3G、HD

お よ び SD-SDI（ST2022-6/7 の み ） か ら IP ST2022-6 お よ び ST2110-

20/21/30/31/40 へのエンキャップ・デキャップが可能です。vm_avp

は、この基本的な機能により、ゲートウェイと純粋な IP ベースの A/V

処理により、3RU の筐体では最大 160 の SDI<->IP 変換を行うことが

できます。

vm_avp は、ST2022-7 のシームレスなプロテクション・スイッチング

を標準装備し、IP ストリームのフォーマット変換や、デスティネーシ

ョン・タイミングのクリーン＆クワイエット・スイッチング（MBB & 

BBM）によるフレーム精度の高いビデオスイッチングを行います。

機能豊富な IP インフラストラクチャソリューションとして設計され

た vm_avp は、多数のオーディオおよびビデオ処理機能を提供しま

す。+AUDIO ライセンスオプションと組み合わせることで、オーディ

オシャッフルやルーティング、オーディオのサンプルレート変換、オ

ーディオゲインなども追加できます。さらに必要な場合は、+AUDIO_

MATRIX ライセンスオプションで、オーディオトランシーバーの数を

128TX と 88RX に増やし、最大で 5,312×5,312 の内部オーディオルー

ターを実現することが可能です。

MADI 環境でオーディオ信号をやり取りする必要があるユーザーは、

+MADI オプションを追加することで、リアプレートの BNC コネクタ

ー（複数）を SDI から MADI に切り替えることができます。

4K/HDR ストリーミング & プロセッシング
vm_avp – SDI-to-IP ゲートウェイ＆その他オプション オプション
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vm_avp
SDI   IP

主な特徴

§§ 3RU の筐体で最大 160 の変換が可能な高密度 IP/SDI ゲートウ

ェイ

§§ ST2110 への 4K/HDR 12G-SDI エンキャップ / ディキャップなら

びにクワッドリンク（2SI）とシングルリンクへの変換

§§ ST2110-30/-31/RAVENNA/AES67 に 準 拠 し た SDI/IP、IP/IP、

SDI/SDI 間のフルオーディオエンベッド / ディエンベッド、シ

ャッフルが可能な最大 5,312×5,312 のモノラルオーディオマ

トリックス

§§ フレームシンク、RGB/YUV カラーコレクション、オーディオゲ

イン、テスト信号ジェネレーター等のペリフェラルとプロセス

§§ VC-2/DiracPro 超低遅延コーデックにより 高品質な超低遅延圧

縮を実現

§§ ヒットレスマージプロテクションと大容量の受信バッファを備

えて WAN 環境向けの設計

§§ プログラミング、設定、ストリーミングのテレメトリー機能を

内蔵

§§ Lawo VSM によって統合された管理と制御により、IP システム

のあらゆる利点を保ちながら従来のベースバンド環境と違和感

がない操作性を実現

vc2

視覚的にロスレスな VC2/DiracPro 超低遅延

エンコーディング / デコーディングを追加

する vm_avp 用オプション（3G-SDI ではプ

ールされたインスタンスをそれぞれ 20 個。

12G の 4K 信号 1 つで 4 インスタンスを使

用）。RAW ヘッダーを用いる ST2042 低遅延

プロファイル。圧縮は 2.50/3.33/4.00/4.44

対 1 に設定可能。遅延は 20 ライン未満。

proc_cc

YUV & RGB カラーコレクション、テストパ

ターンジェネレーター / インサーター、テ

ストトーン生成を追加する vm_avp 用オプ

ション。3G-SDI にて 8 つをプール（12G の

4K 信号 1 つで 4 インスタンスを使用）。

12g

12 Gbps ビデオ規格（2160p 23.97 6; 24; 25; 

29.97; 50; 59.94; 60Hz SMPTE ST2081,2082）

のサポートを追加する vm_avp 用オプショ

ン。UHDTV1 シングルリンクとクワッドリ

ンク（2SI）間のクロスコンバージョン能力

も提供。

+FS ライセンスオプションはフレーム同期機能とビデオディレイなら

びにサンプルレート変換とオーディオディレイを可能にします。ま

た、+FS では、24 個のビデオ用ディレイインスタンスと 64 個のオー

ディオ用ディレイインスタンスのプールが用意されており、IP および

SDI のソースとデスティネーションの両方に使用することができます。

+PROC_CC ライセンスオプションでは、8 つの RGB/YUV カラーコレ

クションエンジンをプールすることができます。

+VC2 ライセンスオプションを利用すると、vm_avp バーチャルモジ

ュールは、超低遅延ビデオコーデック VC-2/DiracPro を 20 個利用でき

ます（3G にて）。VC-2/DiracPro は、BBC が開発した SMPTE 規格のオ

ープンコーデックで、20 ライン以下のエンドラインで 2.5 ～ 4.4:1 の

比率で視覚的にロスレスな圧縮を提供します。これにより、4K/UHD

や帯域幅が限られていても遅延を最小限に抑えることが重要なリモー

トプロダクションに最適なオプションとなります。



V__matrix の vm_udx バーチャルモジュー

ルは、C100 コア・プロセッシング・ブレ

ードにロードされると、V__matrix システ

ムに SD/HD/3G/UHD の各フォーマット間

のフォーマット変換を実現するソフトウ

ェアアプリケーションです。vm_udx は、

アップ / ダウン / クロス変換に加えて、オ

ーディオのエンベッド / ディエンベッド、プロックアンプ、RGB/YUV

のカラーコレクション、カラースペース変換（SDR から HDR への変換）

などの機能を備えています。

IP ネットワークを考慮して設計された vm_udx は、ST2022-6 および

ST2110-20 IP ビ デ オ、ST2110-30/-31/AES67 な ら び に Ravenna IP 音

声ストリームをネイティブにサポートします。例えば ST2022 から

ST2110 のように IP 映像規格と IP 音声規格間の変換も可能です。高い

稼働率を保証するために ST2022-7 ヒットレス・プロテクション・ス

イッチングをネイティブにサポートしています。

vm_udx は IP 信号や SDI 信号の 4 つの SD/HD/3G または 1 つの UHD

パスを処理できるフォーマット変換エンジンです。

各パスにはオーディオのエンベッド / ディエンベッド / シャッフル機

能を備えています。オーディオゲイン / ディレイ / サンプルレート変

換には、プロセッシングチェーンの任意の位置に挿入できる独立した

処理ブロックを介してアクセス可能です。同様に、SDI、IP を問わず

に任意のビデオソースが使えるように、放送品質の RGB および YUV

のカラーコレクションとビデオプロックを 8 個搭載しており、SDI や

IP などのあらゆるビデオソースに対応し、プリ・ポストフォーマット

の変換も可能です。

+4UDX オプションにより、2 つ目のフォーマ

ット変換エンジンが解放され、C100 の変換機

能の能力を倍にすることができます。

+HDR オ プ シ ョ ン は 3D LUT を 用 い る

SDR ↔ HDR カラースペース変換の 4 インスタ

ンスを有効にします。ライブ制作用に開発さ

れた LUT の豊富なセレクションが含まれてお

り、カスタム LUT もアッ

プロードして使用できま

す。同梱された LUT によ

って HLG および PQ 内で

の SDR と HDR 間 の 変 換

が可能になります。

オプションの C100 用 io_bnc リアプレートを用いると、従来の SD-、

HD-、3G- および UHD-SDI への接続が可能です。vm_udx はシングル

リンクの 12G-SDI とクワッドリンク（2SI）の両方をサポートします。

V__matrix
バーチャルモジュール：信号変換

4K/HDR フォーマットコンバーター
vm_udx – IP アップ / ダウン / クロス＆カラースペースコンバーター

12 13

vm_udx
udx

主な特徴

§§ SD/HD/4K 間のアップ / ダウン / クロスコンバージョンの 4 イ

ンスタンス（4K との間の変換の際は 1 インスタンス）

§§ +4udx オプションにてさらに 4 インスタンスを追加可能

§§ +HDR オプションを介する 3D LUT 使用の HDR ↔ SDR 変換

§§ SDI/IP、IP/IP、SDI/SDI のそれぞれの間での音声エンベッディン

グ / ディエンベディング / シャッフリングが可能な音声マトリ

ックス、ST2110- 30/-31/RAVENNA/AES67 もサポート

§§ RGB/YUV カラーコレクションとプロセッサーアンプを内蔵

§§ io_bnc リアプレートとの組み合わせで 4K 12G-SDI シングルリ

ンク入出力が可能

§§ プログラミングと設定とストリーミングのテレメトリー機能を

内蔵

§§ Lawo vsmStudio によって一体化された管理と制御が、IP シス

テムのあらゆる利点を保ちながらベースバンドのような操作を

提供

4udx

vm_udx 用の 2 つ目の変換エンジンオプシ

ョンで、アップ / ダウン / クロスコンバー

ジョンのパスを 4 つ追加して総計で 8 つの

パスにします。

hdr

+hdr オプションは vm_udx に、HLG と PQ

の両フォーマットに 3D LUT を用いた HDR

（High Dynamic Range）から SDR（Standard 

Dynamic Range）へのプロ品質の変換を追

加します。



V__matrix
バーチャルモジュール：マルチビューワー

vm_mv24-4、vm_mv18-4、vm_mv16-4 の各バーチャルモジュール

は V__matrix の C100 コア・プロセッシング・ブレード用ソフトウェ

アアプリケーションで、高品質のマルチビューワー機能を提供します。

IP と SDI の両方のソースを扱うことができ、ピクセルパーフェクトな

モザイクを超低遅延で生成しながら、非圧縮 4K/3G/HD/SD ビデオは

もちろん、エンベデッドオーディオとディスクリートオーディオの両

方をモニターできます。

vm_mv24-4 は、IP または SDI ビデオを組み合わせて最大 24 のソース

を同時にモニターでき、vm_mv18-4 と vm_mv16-4 はそれぞれ 18 個

と 16 個のソースをモニターできます。これら 3 つのマルチビューワ

ーアプリは最大４つの 3G 出力先を生成し（4K では 1 個）、任意のソ

ースを任意の出力先に制限なくスケーリングして表示することができ

ます。同一ソースを複数の出力先に異なる解像度で表示可能です。出

力ヘッドは 3G×4 または 4K×1 のいずれかに設定でき、ST2110/2022

として、もしくは I/O リアプレート経由で SDI を IP 出力できます。

4K マルチビューワー
vm_mv16-4、vm_mv18-4、vm_mv24-4
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主な特徴

§§ V__matrix C100 コアプロセッシング・ブレードのための放送品質

の低遅延 IP および SDI マルチビューワーアプリ

§§ 4K、3G、HD、SD* の IP および SDI ソースをサポート（*ST2110

を介さず）──リアプレート / フォーマットによって異なります

§§ 	ST2022 と ST2110 をサポートし、IP ビデオとオーディオのモニター

向けに設計

§§ “theWALL” のタッチ操作対応 HTML5 GUI を使う直感的な制御

§§ 3G では 4 つの、12G では 1 つのモザイク出力ヘッドを作成

§§ オプションの C100 入出力リアプレートを使うと出力ヘッドを IP

（ST2022 または ST2110）または SDI としてストリーミング可能

vm_mv16-4
16-4

vm_mv18-4
18-4

vm_mv24-4
24-4

theWALL – スマートなドラッグ＆ドロップ型マルチビューワー制御
V__matrix のマルチビューワーアプリは Lawo の画期的なタッチ操作

による設定システム “theWall” で制御するように設計されました。こ

のユニークな HTML5 ベースの GUI はボーダー、カラー、UMD、タリ

ー等のあるモザイク設定をドラッグ＆ドロップで簡単に行えます。



V__matrix
バーチャルモジュール：マルチビューワー

分散型4K IPマルチビューワー
vm_dmv – 世界初の柔軟に拡張可能なマルチビューワー
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vm_dmv
256-4
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384 系統の 4K/3G/HD/SD 入力
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768 系統の 4K/3G/HD/SD 入力

6RU
V__matrix C100 プロセッシング・ブレード ×16

（同フレーム内、異なるフレーム、遠隔地）

入力段：4k/3G/HD/SD 信号を最大 384
生成され利用可能な Mipmap 数：384
出力段：それぞれ最大 64 個のソース /PIP を持つヘッド ×64

384-64
12RU
V__matrix C100 プロセッシング・ブレード ×32

（同フレーム内、異なるフレーム、遠隔地）

入力段：4k/3G/HD/SD 信号を最大 768
生成され利用可能な Mipmap 数：768
出力段：それぞれ最大 64 個のソース /PIP を持つヘッド ×128

768-128

2RU
V__matrix C100 プロセッシング・ブレード ×4

（同フレーム内、異なるフレーム、遠隔地）

入力段：4k/3G/HD/SD 信号を最大 96
生成され利用可能な Mipmap 数：96
出力段：それぞれ最大 64 個のソース /PIP を持つヘッド ×16

96-16
入力段：4k/3G/HD/SD 信号を最大 192
生成され利用可能な Mipmap 数：192
出力段：それぞれ最大 64 個のソース /PIP を持つヘッド ×32

3RU
V__matrix C100 プロセッシング・ブレード ×8

（同フレーム内、異なるフレーム、遠隔地）

192-32

1RU
V__matrix C100 プロセッシング・ブレード ×1

入力段：4k/3G/HD/SD 信号を最大 24
生成され利用可能な Mipmap 数：24
出力段：それぞれ最大 64 個のソース /PIP を持つヘッド ×4

24-4
1RU
V__matrix C100 プロセッシング・ブレード ×2

（同フレーム内、異なるフレーム、遠隔地）

入力段：4k/3G/HD/SD 信号を最大 48
生成され利用可能な Mipmap 数：48
出力段：それぞれ最大 64 個のソース /PIP を持つヘッド ×8

48-8
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48 系統の 4K/3G/HD/SD 入力

LiveView ™ストリームは 
IP ネットワーク上で 

利用可能
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24 系統の 4K/3G/HD/SD 入力

LiveView ™ストリームは 
IP ネットワーク上で 

利用可能
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192 系統の 4K/3G/HD/SD 入力

LiveView ™ストリームは 
IP ネットワーク上で 

利用可能

LiveView ™ストリームは 
IP ネットワーク上で 

利用可能

LiveView ™ストリームは 
IP ネットワーク上で 

利用可能
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96 系統の 4K/3G/HD/SD 入力

LiveView ™ストリームは 
IP ネットワーク上で 

利用可能

主な特徴

§§ V__matrix C100 コアプロセッシング・ブレードのための放送品

質の低遅延 IP および SDI マルチビューワーアプリ

§§ 4K、3G、HD、SD* の IP および SDI ソースをサポート（*ST2110

を介さず）──リアプレート / フォーマットよって異なります

§§ 	ST2022 と ST2110 をサポートし、IP ビデオとオーディオのモニタ

ー向けに設計

§§ “theWALL” のタッチ操作対応 HTML5 GUI を使う直感的な制御

§§ モザイク出力ヘッドを 3G では 4 つ、12G では 1 つ作成

§§ 3G または UHD ヘッド毎に最大 64 個の PiP を持つ高密度モザ

イクレイアウトをサポート

§§ 独自の LiveView ™信号分配によって、複数モザイクにわたって

帯域幅最適化したリソース共有が可能

§§ 	出力ヘッドを IP（ST2022 または ST2110）もしくは SDI（オプ

ションの C100 入出力リアプレートを使用）としてストリーミ

ング可能。さらに、すべてのヘッドは他の vm__dmv ヘッド内

で表示できるように LiveView ™ストリームとして利用可能

§§ 独自のクラスターソリューションが IP クラウド内の全ソースと

ヘッドを管理して優れたシステム構造と拡張の柔軟性を提供

Lawo の vm_dmv は Lawo の IP ルーティ

ング & プロセッシングプラットフォーム

V__matrix のための次世代マルチビューワ

ーソリューションです。これにより、V__

matrix C100 ソフトウェア・デファインド・

プロセッシング・ブレードを、無限に拡

張可能な分散型の IP マルチビューワーに

変えます。

vm_dmv は、複数のモジュールがネットワークで結ばれた分散型ア

ーキテクチャを採用しています。これらのモジュールは同一の V__

matrix フレーム内で一緒に収容されることもあれば、異なるフレーム

やあるいは地理的に異なる場所にも収容できます。基本的に IP を介

して互いにネットワーク接続されていればどこでも構いません。

vm_dmv は、4K/3G/HD/SD を組み合わせた最大 24 のソースを受ける

ことができる入力段があり、物理的なコネクター（最大 18 の SDI 入

力）またはネットワーク I/O（40GbE×2）によってのみ制限されま

す。これらのソースは vm_dmv によってダウンスケールされ、Lawo 

LiveView ™ IP ストリームとしてネットワークへ戻されます。

入力段に加えて vm_dmv はそれぞれが最大 64 個の PiP を持つ 3G モ

ザイクを最大 4 つ（4K モザイクは 1 つ）作ることのできる出力段も

備えます。出力段はユーザーが PiP に求めるサイズを自動的に考慮し

て必要とされる適切な LiveView ™ストリームからモザイクををコンパ

イルします。出力段は入力段から生成した LiveView ™ストリームを使

用したり、ネットワーク上の他の LiveView ™ストリームにサブスクラ

イブすることができます。

vm_dmv はネットワーク上の他の vm_dmv からの LiveView ™ストリ

ームを使用できますので、ネットワークに vm_dmv アプリを追加す

るごとにリニアに拡張され、結果として「無限に」拡張可能な分散型

マルチビューワーとなります。ヘッドとソースを追加するには、vm_

dmv が動作する C100 ブレードを追加するだけです。

世界初の拡張可能なマルチビューワーが出来上がるだけではありませ

ん。このソリューションはラックスペースと重量と電力消費を大幅に

削減します。さらに、Lawo の V__matrix プラットフォームは、別の

バーチャルモジュールを読み込ませることで C100 ブレードの機能を

変更できるソフトウェアデファインド機能によって高い評価を獲得し

ています。



V__matrix
ハードウェア概要

ハードウェア概要

V__matrix ソリューションの構築は非常に簡単です。必要な数のプロ

セッシング・モジュールと関連するバーチャル・モジュールを選択し、

それらをステージボックス、中継車、スタジオ、放送局のデータセン

ター等、用途に応じて最適なサイズのフレームにプロセッシング・ブ

レードを挿入するだけです。

V__matrix 2 – 前面（フロントカバー装着時）

V__matrix 2 – 前面（フロントカバー非装着時）

V__matrix 2 – 背面

1

7 8

12

5 643

18 19

9 10 11 1312 14 15

1 固定ロック

2 組み込み式ケーブルダクト

3 1 GBイーサネット（制御・監視用）

4 USBポート

5 シリアルコンソールポートとしてのミニUSB

6 40 GBイーサネット×2（QSFP+）

7 ファン

8 リダンダント電源（ホットスワップ可能）

9 ビデオ基準信号入力＆ループスルー（BBまたはTri-level）

10* SDI入力×5（12G/3G/HD/SD）**

11* SDI入力×5（3G/HD/SD）**

12* SDI出力×5（12G/3G/HD/SD）**

13* SDI出力×5（3G/HD/SD）**

14 ビデオ基準入力＆ループスルー。BB/Tri-levelはバックプレーン

を介してフレーム内の全入出力モジュールに分配

15 RJ45またはSFP+を介する1 GBイーサネット×1を制御・監視に利

用可能（フレーム内の全コアプロセッシング・ブレードへの一

元的なアクセスが可能）

*）V__matrix_io10+10を表示。実際の入出力構成は入出力パネルの種類によって異なります。
**）vm_avp用の+madiオプションを追加することでこのBNCコネクターはMADI接続（48 kHz、64チャンネル）用にも設定可能です。

V__matrix 5

V__matrix 8

V__matrix 2

V__matrix Silent Frame



V__matrix
コントロール、オーケストレーション、モニタリング

V__MATRIXとIPとレガシーSDIの統一制御とオーケストレーション

従来のベースバンドインフラを持つ放送局が、IP/SDI のハイブリッド

で SDN や IP へ拡張を検討している場合、VSM は最適なオーケストレ

ーションシステムです。

市場に出回っているどの制御システムよりも多くのプロトコルとデバ

イスをサポートしている VSM は、SDI から IP への移行を、オペレー

ターに混乱をきたすことなく、またお客様のペースに合わせて、円滑

かつ段階的に実施することができます。

Lawo の Seamless Orchestration and Unification Layer（vsmSOUL）は

V__matrix を制御するための理想的オーケストレーションマネージャ

ーであり、V__matrix と深く統合されています。vsmSOUL は様々なベ

ンダーの IP ネットワーク上で音声 / 映像ストリームのルーティングを

管理し、サードパーティー製の個々のインターフェースや技術的ソリ

ューションに対応しています。

vsmSTUDIO と vsmSOUL の主な特徴

§§ Lawo V__ ユニットとの完璧な統合

§§ 多数の機器を 1 つのインターフェースで制御可能

§§ トランスペアレントなタリーロジックを含むダイナミックルー

ターと IP タイラインの管理

§§ スタジオ環境を「ボックス化」することで緊急時のバックアッ

プスタジオへのオンザフライで迅速な切り替えが可能

§§ 管理者とユーザー権限付きの自動リソース管理

§§ 制御を簡素化するためにハードウェア / ソフトウェア制御イン

ターフェースを統合

§§ 日常的に変化する環境にも優れたスピードと柔軟性を提供する

バーチャルシグナルパス

§§ 異なる信号タイプを論理的にまとめ、1 台の機器から複数の信号

をボタン 1 つでルーティング

§§ 既存の制作ワークフローに適応し、最適化するシンプルで柔軟

性の高いコントロールパネルデザイン

§§ 24 時間 365 日運用のために設計された強力な冗長化構造

§§ 障害を回避するための高度な SNMP とアラーム管理

§§ 標準的ルータープロトコルによるネットワークのノースバウン

ドアブストラクション

§§ スイッチ API はサウスバンドをサポートし、マルチキャストル

ーティングにアクセス可能

§§ 様々なスイッチング・メカニズムに依存しません。サポートす

るスイッチングモード：Patching、Make-before-break、Break-

before-make 等

§§ ST2110、ST2022-6、ST2022-7、AES67、RAVENNA をサポート

§§ 素早い設定を可能にする直感的な GUI

洗練されたリダンダンシー
vsmStudio と vsmSOUL は、2 つのシステムが並行して動作し、セカ

ンダリシステムがすべてのシステムステータスをライブで監視する、

アクティブ - アクティブ型の冗長性をサポートしています。セカンダ

リシステムは、シームレスに制御が引き継げるようになっています。

信号管理を簡素化するプーリング
VSM は、フレームシンクロナイザなどの「プールされた」空いている

デバイスをダイナミックに挿入し、信号が正しいフォーマットでター

ゲットに到着するようにデバイスを自動的に設定することで、操作の

簡素化と自動化を実現します。物理的なサードパーティー機器はもち

ろん、バーチャルデバイスや V__matrix の機能も「プールされた」デ

バイスになります。放送の運用はミッションクリティカルですので、

現在使用中のプールされていた機器の 1 つが万一故障した場合、VSM

はユーザーの介在なしに信号を別のスペアデバイスへと自動的に再ル

ーティングします。

トラックやスタジオをボックスのように扱いやすいものにする「ボクシング」
リソースの集中化が進むと、システムの能力が飛躍的に増大し、管理

が困難になります。V__matrix では、物理的なリソースと仮想的なリ

ソースの両方を一時的に仮想化し、プリセットで任意のスタジオ環境

に呼び出すことができるため、大規模なシステムであってもリソース

管理が容易になります。リソースを仮想環境へと「ボックス化」する

ことで、制作環境をあるスタジオから別のスタジオ間へボタン 1 つ

で移動させることが可能になり、ワークフローの最適化が実現します。

空いているスタジオがあれば、例え機器が違っていても、すべて本番

用のバックアップとなるのです。──究極の障害復旧ソリューション

です。

ヒットレスマージ
vsmSOUL を導入したネットワークはヒットレスマージ（SMPTE 2022-

7）が保証されます。これは、信号を 2 つの異なるストリームにパッケ

ージして、2 つの異なるネットワークを経由し、vsmSOUL が両方の

ブランチとストリームのアドレスを認識している必要があります。動

作的には、1 つのクロスポイントが表示されているように見えますが、

2 つのアラーム、2 つのソース、2 つのマルチキャストアドレスを持

っています。

ルーティングステータスの復元
システム障害や再起動時に、vsmSOUL はネットワークのルーティン

グステータスを呼び出すことができます。再起動後、ストリームフロ

ーの矛盾が表示されますので修正することができます。

 

中継車

IPエッジデバイス

スタジオ制作

vsmSTUDIO & vsmSOUL – 一体化されたオーケストレーション/コントロール/モニタリングシステム

リモートプロダクション

IPルーティング（vsmSOUL）

– �マルチベンダー COTS IP スイッチ運用
向けに設計

– �パッチングやデスティネーション / ソ
ースでの時刻スイッチングをサポート

– �NMOS 1.0（およびそれ以降）と互換
- �SMPTE 2110、2022-6、2022-7、AES67、

RAVENNA をサポート

– �ソフトウェアデファインドのワーク
フロー

– 高密度ビデオプロセッシング
– リアルタイムデータセンター対応

– Video-to-IPインターフェース
– Audio-to-IPインターフェース
– オープンスタンダードに基づく

– �システム全体にわたる統合制御
– �サードパーティー機器に対して業界

をリードするサポートを提供

– �IP ネイティブな音声ネットワーク
と制御

– クラウドベースの音声処理
– AES67 / RAVENNA 適合

クラウドプロセッシング

MCR

ベースバンドマイグレーション 音声制作

20 21

VSM & vsmSOUL



V__matrix
仕様

16 17

V__matrix フレーム
集中ビデオ基準信号入力

§§ アナログゲンロック高精細 Tri-level 同期 SMPTE-274M/296M また

はアナログゲンロック SD 1V BB SMPTE-170M/318M または SDI×1、

基準信号ループバック ×1

集中管理ポート

§§ RJ45 100/1000Base-T×1、SFP スロット ×1

フレーム機構

§§ 寸 法（H×W×D）：44/88/132（1RU/2RU/3RU）×482（19"）×

535 mm

§§ 重量：V__matrix2  5 kg、V__matrix5  7 kg、V__matrix8  8 kg

§§ インジケーター：PSU 毎に電源ステータス ×2

§§ 電源：IEC コネクター ×2（リダンダント）、定格入力電圧 AC 100-

240 V±10%、50/60 Hz、ホットスワップ可能

§§ 最 大 消 費 電 力：V__matrix2 ＜ 400 W、V__matrix5 ＜ 1,000 W、

V__matrix8 ＜ 1,000 W

C100 プロセッシング・ブレード
インターフェース

§§ QSFP+×2（それぞれを 40GE イーサネット ×1 または 10GE イー

サネット ×4 として設定可能）、RJ45 100/1000Base-T 管理専用ポ

ート ×1、USB コンソールポート ×1、PPS（pulse per second）出

力 ×1

ビデオ基準

§§ IEEE1588 PTPv2/SDI/ アナログビデオ基準（Tri-level、BB）/IP ビデ

オストリーム

処理

§§ 最大入力（RX）トラフィック：36 Gbps（SPS モード時）、54 Gbps

（ディスクリートモード時）

§§ 最大出力（TX）トラフィック：40 Gbps（SPS モード時）、80 Gbps

（ディスクリートモード時）

管理と監視

§§ プロトコル：HTTP、SNMPv2 & v3、WS/JSON API、Syslog。ユー

ザーインターフェース：埋込型 HTML5。管理インターフェース：

Out-of-band および In-band 管理（In-band 管理と制御のための最

小帯域幅保証付き）

§§ インジケーター：ステータス LED×1、ステータス LED×4（QSFP+

ポート毎）、OLED ステータスディスプレイ ×1（タッチポイント

付きモノクロディスプレイ）

環境仕様
§§ 使用環境温度：0 ～ +30℃

§§ 保管環境温度：-20 ～ +70℃

§§ 相対湿度：90% 未満、非結露の湿度条件

§§ 通気：前面から背面への冷却。C100 ブレード 1 台につき最低でも

26 qbm/h のエアフローが必要、最大で 320 qbm

§§ 騒音：C100 プロセッシング・ブレード毎に 58 dBA 未満

§§ 電磁環境：E2（EN55103-1,-2）

I/O リアプレート

io_bnc_10+10　I/O リアプレート

§§ マイクロ BNC コネクター使用の 12G*/3G/HD/SD SDI** 入力 ×10、

マイクロ BNC コネクター使用の 12G*/3G/HD/SD-SDI** 出力 ×10、

マイクロ BNC のアナログビデオ基準入力（マイクロ BNC のループ

バック付き）×1

io_bnc_18+2　I/O リアプレート

§§ マイクロ BNC コネクター使用の 12G*/3G/HD/SD SDI** 入力 ×18、

1 マイクロ BNC コネクター使用の 2G*/3G/HD/SD SDI** 出力 ×2、

マイクロ BNC のアナログビデオ基準入力（マイクロ BNC のループ

バック付き）×1

io_bnc_2+18　I/O リアプレート

§§ マイクロ BNC コネクター使用の 12G*/3G/HD/SD SDI** 入力 ×2、

マイクロ BNC コネクター使用の 12G*/3G/HD/SD SDI** 出力 ×18、

マイクロ BNC のアナログビデオ基準入力（マイクロ BNC のループ

バック付き）×1

io_bnc_2+2+16　I/O リアプレート

§§ マイクロ BNC コネクター使用の 3G/HD/SD SDI** 入力 ×2、マイ

クロ BNC コネクター使用の 3G/HD/SD SDI** 出力 ×2、マイクロ

BNC コネクター使用の双方向 3G/HD/SD SDI 入出力（ソフトウェ

アを介して切替可能）×16、マイクロ BNC のアナログビデオ基準

入力（マイクロ BNC のループバック付き）×1

リターンロス

§§ SD：＞ 15 dB、HD：＞ 15 dB、3G-HD：＞ 15 dB（5 MHz ～ 1.485 

GHz）、＞ 10 dB（1.485 GHz ～ 2.97 GHz）

ケーブル長

§§ SD： ＞ 350 m（Belden 1694A 使 用 ）、HD： ＞ 180 m（Belden 

1694A 使用）、3G-HD：＞ 120 m（Belden 1694A 使用）

*）コネクターの半分で 12G を利用可能です。

**）�vm_avp 用の +madi オプションを追加することでこの BNC コネクターは MADI 接続（48 

kHz、64 チャンネル）用にも設定可能です。

LIVE ON AIR…

V__matrix、vm_mv24-4、theWALL、VSM/vsmSOUL、mc²96/56 が

NEP Australia の大陸全体に広がる NEP HUB の構成ブロックとなり、

FOX Sports Australia 向けにオーストラリアで最も視聴率の高い

スポーツシリーズを放送しています。



V__matrix
ソフトウェア・デファインド・
IP コアルーティング、プロセッシング &
マルチビューイングプラットフォーム
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